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はじめに

豚サーコウイルス２型（����）ワクチンが２００８年

３月に我が国で市販されてから、使用した農場で事故

率の低減や増体の改善などが報告されている������。し

かしながら、����ワクチンの接種が農場の����以

外の病原体浸潤動向に与える影響については明らかに

なっていない。そこで我々は、その影響について調べ

るために①特定農場（Ａ農場）における����ワクチ

ン使用前後の斃死豚からの病原体検出状況の調査と②

全国から当所に送付された検体の検査結果を集計し、

����ワクチン発売前後の検査結果の比較を行ったの

で概要を報告する。

Ａ農場における PCV2ワクチン使用前後の斃死豚

からの病原体検出状況

調査した農場は母豚４００頭規模の２サイトの農場で、

豚繁殖・呼吸障害症候群（����）ウイルスならびに

��������	�
�����
�	����
（���）陽性である。当該

農場では事故率が����ワクチン接種により５％から

２％以下に減少した。

今回、農場で斃死したワクチン未接種豚１０頭（３ヶ

月齢）とワクチン接種豚４０頭（１ヶ月齢から３ヶ月齢）

を解剖し、表１に示したとおり各臓器から微生物検査

を実施した。

ワクチン未接種豚からの病原体検出状況は表２に示

した。これらの病原体の検出率の推移は図１に示した

とおりで、ワクチン未接種豚と接種豚を比較すると今

回調査した病原体の検出率は���を除いて大幅に減

少した。

これらの結果からＡ農場では����ワクチンの接種

により、豚サーコウイルス関連疾病（�����）の発

生が認められなくなったほか、����以外の病原体検

出率の減少も確認された。

全農家畜衛生研究所へ送付された検体を用いた

PCV2ワクチン発売前後の検査結果比較

全国から、当所に送付された血清、臓器などの検体

を用いて、����ワクチン発売前の２００４～２００７年度と

発売後の２００８年度（１２月まで）の検査結果を比較した。

PCV2ワクチンが農場の病原体浸潤動向に与えた影響
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それぞれの検査項目における検体数は表３、表４に示

したとおりである。肺の微生物検査では、図２に示し

たとおり�����、����、���、���、������������	、

����������で２００８年度は減少する傾向が認められたが、

���、���、��は検出率に大きな変化は認められな

かった。

図３には、血清中の����検出率を示したが、我が

国で�����が大きな問題となった２００７年度は２００４～

２００６年度に比べ、３ヶ月齢をのぞいた各月齢で検出率

は増加していた。しかしながら、２００８年度になると肺

での検査結果同様、全ての月齢で大幅な検出率の減少

が認められ、����ワクチンにより、農場における

����の動きが抑えられていることが考えられた。

図４には血清中の�����検出率を示した。２００８年

度も２００５～２００７年度と同様に２ヶ月齢をピークとして

農場で�����が動いており、肺では検出率が減少し

たものの農場レベルでは�����が存在し続けている

ものと考えられた。

図５、図６にはそれぞれ���抗体陽性率と����
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抗体陽性率を示した。これらの陽性率は２００４～２００８年

度まで大きな変化は認められず、肺の検出率も変化し

ていなかったことから、����ワクチン接種が、これら

の病原体浸潤動向には影響を与えないことが考えられ

た。

まとめ

今回の調査から農場における����ワクチンの接種

が、����以外の病原体浸潤動向に影響を与えること

が示唆された。このことは大変興味深い結果であり、

豚体内における����の増殖抑制が豚の免疫状態に何

らかの影響を与えている可能性を示している。しかし

ながら、豚の免疫に関する調査は行っていないため、

更なる調査が必要である。

また、今回の調査は����ワクチン発売後の短期間

に行ったものであるため、����ワクチンと農場の病

原体浸潤動向や疾病発生状況との関係については今後

もデータの蓄積と評価が必要であると考えられた。

最後に、今回の調査でも明らかになったとおり、

����をはじめとする各病原体が農場から消失してい

るわけではない。そのため、各農場での衛生管理や飼

養管理に問題が生じた場合には疾病による大きな経済

的損失が発生する可能性が高く、今まで実施してきた

衛生対策を継続、強化していく必要があると考えられ

た。
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